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する事。

＜患者様連絡事項＞

· 瀬川　はな様～昨夜より体温37.0℃台の発熱みられています。一時、40.0℃までの発

　　　　　　　　　熱あり。本日、12：20体温38.7℃、咳嗽・鼻汁・鼻閉・咽頭痛あり、

アンヒバ坐薬1ヶ挿肛し、総合感冒薬と抗菌剤が本日昼から4日分臨　　　時処方となっています。また、38.5℃以上の予測指示が2／15～4日分あります。引き続き、咳嗽・鼻汁・鼻閉・咽頭痛の有無や全身状態の観察行っていきましょう。

・向谷地　吉幸様～昨日より37.8℃の発熱あり、2／16昼～抗菌剤3日分継続処方とな

っています。引き続き、バイタル・全身状態の観察行っていきましょ

う。

・塚田　昌様～両足背の浮腫持続している事から、利尿剤2／16昼から7日分継続処方となっています。両下肢の挙上やトイレ誘導し排尿促していきましょう。

・北山　和子様～本日昼でエンシュア止めとなっています。本日夕よりミキサー食となっ

　　　　　　　　ています。今のところ、嘔吐・下痢見られていませんが、引き続き嘔吐

　　　　　　　　嘔気の有無、排便状況、腹部のはりに注意しながら観察行っていきまししょう。また、腹部のマッサージ継続していきましょう。

・野月平　チエ様～AZ点眼薬1本処方となっています。

＜SST評価・検討＞

Aユニット

　居眠りしている方が多く声掛けしています。

　声掛けにも発言してくれる方がおらず、暗い雰囲気で行っています。

Bユニット

　全体的に穏やかな雰囲気だった。

　ホワイトボード前へ促し意見を出して頂くと良い意見が出たり、マイペースに発言する

　方等いたが皆発言する事ができていた。

＜担当業務報告＞

◎排泄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清川、上口、板橋、稲村、佐々木

＜業務内容＞

· 排泄表の作成、毎日の印刷。

· 排泄表の見直し

· 患者様一人一人に合った排泄援助

＜年間業務報告＞

· オムツカートを整理し、使いやすく、見栄えもよくすることが出来た。

· 業者発注の方、家族依頼の方のオムツを、確実に連絡、依頼できるよう、連絡表を見直し、新しい表を作成した。そのことにより、表が見やすくなり、円滑な依頼、発注が出来るようになった。

· 自らも、他スタッフからも患者様の排泄状況の情報を収集し、患者様一人一人に合わせた排泄時間を見つけ、日々、排泄表の更新を行っていた。

· 新しい排泄表作成をしたが、現在まだ実施に至っていない。

＜次年度担当者への申し送り事項＞

· 業者発注の方、家族依頼の方の区別をしっかりと職員間で周知できるよう、連絡表の見直しを常に行っていくようにして下さい。また、家族連絡の依頼や、発注が円滑に不備なく行えるよう、連絡表と各患者様のオムツの残を見て依頼や発注を行ってください。

· 患者様１人１人に合わせた排泄援助が出来る様に、スタッフ間での情報収集を常に行い、排泄表の見直しをしていく様にして下さい。

◎洗濯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清川・上口・板橋・佐々木

＜業務内容＞

・業者洗濯の患者様の一ヶ月毎の洗濯代金の設定（個々の患者様の一ヶ月毎の洗濯衣類の計算）

・業者洗濯の方の洗濯衣類合計の用紙印刷（毎月２５日を目途に印刷）

・家族洗濯の患者様、業者洗濯の患者様、自己洗濯の患者様の区別

＜年間業務報告＞

· 毎月の衣類を計算し、衣類の洗濯合計の用紙を印刷し、医事とも連絡を密にして来たため、予算設定をオーバーする患者様を出す事なく、金銭的な面でのトラブル無く、現在に至っている。

· 衣類への食べかすなど、洗濯担当の職員に依頼すると、下洗いしてくれるとの業情報を得て、ＣＤユニット用に、下洗い願い専用のBOXを設けた。このことにより、患者様が常に清潔な衣類を着用する事が出来るようになり、職員間での患者様に対する衣類更衣の意識向上にも繋がった。現在、BOXを活用できており、今後も引き続いて使用していきたい。

· 家族への洗濯依頼の連絡表を新しくし、連絡が円滑に確実に行えるようになった。

· 家族選択の患者様の中で、家族様から、洗濯衣類が間違っている事があるとの意見があり、衣類間違いをしないように呼びかけてきたが、しっかりとした対策を立てることができずにいる。今後は、しっかりと対策を考えて、家族様の信頼を裏切る事無いようにしていきたい。

· 業者洗濯の方の洗濯予算をスタッフ全員が周知できる働きかけをせずにしてきた。金銭的な面でのトラブルなく現在に至っているが、毎月の洗濯枚数を計算した後、スタッフに申し送るようにしていきたい。

＜次年度担当者への申し送り事項＞

· 洗濯予算について、予算設定が間違っていないか医事に確認し、予算オーバーする事が無いように、医事から洗濯予算設定の用紙が届いたら、早急に確認し、用紙を提出するようにして下さい。用紙を提出する際は、先月分の設定金額で、間違いが無かったか、確認してください。

· 衣類の間違いが無いように、職員間で呼びかけてください。

· 家族洗濯の方の汚れ物衣類が溜まってしまうことが良くあるため、連絡表を活用して、家族様にしっかり連絡できるようにして下さい。







